
“地域の成長エンジン”としての大学スポーツ資源を活用した「知・徳・体」一体の地域共創拠点化事業

子ども（幼・小・中・高）
・体力＋学力向上（体・知）
・社会性向上（徳）

・潜在的後継者（付属校的に）

大人（働き世代、高齢者）
・健康増進→医療費削減
・地域コミュニティ形成
・教育負担軽減、見守り

企業（医療機関含む）
・広告、販促

・共同開発、人材確保
・健康増進、生産性向上

行政（広域周南都市圏）
・まちづくり、活性化
・市民の福利厚生向上
・人口確保、増加

指導、研究

利用、入学
信頼、誇り

サポート、活用

貢献

徳山大学
「地域共創センター」内にスポーツ振興部門を新設
スポーツアドミニストレーター(SA)を新たに配置

【スポーツ資源】
・人的リソース（教員、学生）
・物的リソース（施設、用具）
・ブランディング（トップチーム）

徳山スポーツアカデミー
（総合型地域スポーツクラブ）

アスリートサポートセンター

新・徳山大学
SAを軸とした地域共創拠点化の確立

アスリートサポートセンター
徳山スポーツアカデミー

学生アスリート
・文武両道、主体性を体現
・広告塔（トップチーム）
・指導者を見据えた経験

人間健康科学部
・スポーツ健康科学科
・福祉学科
・看護学科

経済経営学部
・ブランディング戦略

・マネジメント（国内外）
・運営面の強化

情報科学部
・データサイエンス
・メディア、ICT戦略
・学内ベンチャー

2022年度公立化 (予定) 2024年度学部学科改組 (予定)

大学・地域を支える存在に

2021-2023年度

2024年度以降 コンソーシアム
の形成

統括


